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特集
●
は
じ
め
に

　

ベ
ト
ナ
ム
人
は
伝
統
的
に
野
菜
を
好
ん

で
摂
取
す
る
傾
向
に
あ
り
、
零
細
な
耕
地

面
積
の
中
で
、
多
様
な
野
菜
を
少
量
多
品

目
方
式
で
生
産
し
て
き
た
。
近
年
、
ド
イ

モ
イ
政
策
、
そ
の
後
の
国
際
経
済
参
入
に

よ
る
一
連
の
飛
躍
的
な
経
済
発
展
の
中

で
、
生
活
水
準
の
向
上
と
と
も
に
都
市
部

で
は
野
菜
の
消
費
量
は
増
加
し
て
い
る
。

ま
た
農
家
に
と
っ
て
も
、
自
給
か
ら
所
得

確
保
へ
と
生
産
の
目
的
が
移
行
し
、
野
菜

生
産
が
大
き
く
拡
大
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
消
費
・
生
産
両
側
の
動
き
か
ら
必
然
的

に
野
菜
の
流
通
量
が
増
加
し
て
い
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
後
述
す
る
よ
う
に

様
々
な
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
本
稿

で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
、
特
に
野
菜
の
生
産
が

盛
ん
な
紅
河
デ
ル
タ
に
着
目
し
、
そ
こ
で

の
野
菜
生
産
と
流
通
の
現
状
を
概
観
す

る
。
さ
ら
に
新
し
い
動
き
と
し
て
、
筆
者

が
二
〇
〇
六
年
に
ハ
イ
ズ
オ
ン
省
ド
ア
ン

ト
ゥ
オ
ン
社
で
行
っ
た
調
査
を
も
と
に
、

青
果
物
の
広
域
流
通
の
実
態
と
そ
こ
で
の

各
流
通
主
体
の
行
動
を
明
ら
か
に
す
る
。

●
紅
河
デ
ル
タ
の
野
菜
生
産

　

ま
ず
、
ベ
ト
ナ
ム
の
野
菜
生
産
の
推
移

を
統
計
資
料
か
ら
み
て
み
よ
う
（
図
１
参

照
）。
全
体
の
野
菜
生
産
面
積
は
、
一
九

九
五
年
の
三
二
万
八
三
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

か
ら
六
年
間
で
五
一
万
四
六
〇
〇
ヘ
ク

タ
ー
ル
ま
で
増
加
し
た
。
地
域
別
に
み
る

と
、
開
発
輸
入
を
目
的
と
し
た
外
国
資
本

と
の
合
弁
企
業
が
多
数
立
地
す
る
中
部
高

原
地
域
な
ど
で
特
に
作
付
が
増
加
し
て
お

り
、
一
九
九
五
年
か
ら
二
〇
〇
一
年
ま
で

の
六
年
間
で
二
倍
に
増
加
し
て
い
る
。
他

の
地
域
も
平
均
し
て
生
産
面
積
は
拡
大
傾

向
に
あ
り
、
ど
の
地
域
も
六
年
間
で
一
・

五
倍
以
上
増
加
し
て
い
る
。
紅
河
デ
ル
タ

は
全
体
作
付
の
三
〇
％
弱
を
占
め
て
お

り
、
野
菜
生
産
の
拠
点
と
し
て
重
要
な
位

置
に
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
紅
河
デ
ル
タ
の
生
産
条
件
に

つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
紅
河
デ
ル
タ
は
ベ

ト
ナ
ム
北
部
に
位
置
し
、
東
南
ア
ジ
ア
で

唯
一
亜
熱
帯
に
属
す
る
デ
ル
タ
地
帯
で
あ

る
。
歴
史
的
に
、
人
口
稠
密
な
ア
ジ
ア
の

中
で
も
極
め
て
人
口
密
度
が
高
く
、
人
口

一
人
当
た
り
の
耕
地
面
積
は
わ
ず
か
四
〇

〇
平
方
メ
ー
ト
ル
と
非
常
に
零
細
で
、
集

約
的
な
農
業
が
営
ま
れ
て
き
た
。
古
く
か

ら
野
菜
は
人
々
の
自
給
用
作
物
と
し
て
庭

先
で
多
様
な
品
目
が
栽
培
さ
れ
て
い
た

が
、
現
在
は
灌
漑
の
改
良
と
作
期
が
短
い

米
の
品
種
が
普
及
し
た
こ
と
に
よ
り
、
春

米
、
夏
米
栽
培
後
の
冬
作
物
（
裏
作
）
と

し
て
、
水
田
で
広
く
生
産
さ
れ
、
都
市
部

へ
流
通
し
て
い
る
。
米
は
基
本
的
に
自
給

用
で
、
ま
た
工
芸
作
物
の
生
産
は
気
候
的

に
非
常
に
限
定
さ
れ
る
た
め
、
冬
作
の
野

菜
は
農
家
の
所
得
向
上
を
は
か
る
上
で
非

常
に
重
要
な
作
物
と
な
っ
て
い
る
。

●
紅
河
デ
ル
タ
の
野
菜
流
通

　

こ
の
よ
う
に
野
菜
生
産
は
増
加
傾
向
に

あ
る
が
、
一
部
の
安
全
野
菜
な
ど
差
別
化

さ
れ
た
農
産
物
を
除
い
て
流
通
を
担
う
組

織
の
成
長
が
遅
れ
て
い
る
た
め
、
野
菜
の

流
通
は
非
常
に
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
状
態
が

続
い
て
い
る
。
一
部
、
消
費
地
の
卸
売
商

人
が
産
地
ま
で
出
向
い
て
買
い
付
け
を
行

う
場
合
も
あ
る
が
、
野
菜
の
大
半
が
農
家

自
ら
に
よ
っ
て
近
隣
消
費
地
の
市
場
に
運

ば
れ
、
市
場
内
で
大
口
商
品
を
取
り
扱
う

卸
売
商
人
を
経
由
し
て
路
上
な
ど
で
消
費

者
に
直
接
販
売
す
る
小
売
商
人
な
ど
に
販

売
さ
れ
、
消
費
者
の
手
に
渡
る
。
ま
た
、

農
家
か
ら
小
売
商
人
や
消
費
者
に
直
接
販

売
さ
れ
る
割
合
も
高
い
。
農
家
の
輸
送
手

段
は
自
転
車
も
し
く
は
バ
イ
ク
が
主
流
で

あ
り
、
紅
河
デ
ル
タ
で
最
も
大
き
な
消
費

地
で
あ
る
ハ
ノ
イ
の
場
合
、
小
売
さ
れ
る

野
菜
の
六
〜
七
割
が
市
内
で
生
産
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
（
参
考
文

献
①
）。
さ
ら
に
紅
河
デ
ル
タ
の
場
合
、

人
口
の
七
割
近
く
が
農
村
部
に
居
住
す
る

農
家
で
あ
り
、
人
口
が
都
市
部
に
集
中
し

て
い
な
い
た
め
、
収
穫
期
に
は
供
給
が
需

要
を
大
き
く
上
回
る
。

　

こ
う
し
た
野
菜
の
流
通
に
つ
い
て
は
、

以
下
の
よ
う
な
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
き
た

（
参
考
文
献
②
）。
⑴
青
果
物
と
い
う
商
品

特
性
と
輸
送
手
段
、
道
路
整
備
の
遅
れ
か

ら
、
消
費
地
へ
の
供
給
圏
が
極
め
て
狭
い
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図1　地域別野菜生産面積の推移

（出所）GSO。

東北部山岳

調査地
紅河デルタ

中
部
沿
海

南
部
沿
海

中
部
高
原

メコンデルタ

東南部

西北部山岳

高
梨
子
文
恵

紅
河
デ
ル
タ
に
お
け
る

青
果
物
生
産
と
流
通
の
現
段
階



アジ研ワールド・トレンドNo.177 （2010. 6）25

紅河デルタにおける青果物生産と流通の現段階

範
囲
に
限
定
さ
れ
る
。
ハ
ノ
イ
で
あ
っ
て

も
集
荷
圏
は
半
径
三
〇
キ
ロ
以
内
。
⑵
市

場
情
報
や
輸
送
が
遅
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
価
格
変
動
が
大
き
く
な
る
。
⑶
流
通

効
率
が
低
い
た
め
、流
通
コ
ス
ト
が
高
い
。

⑷
卸
売
市
場
内
で
規
格
や
基
準
が
全
く
な

く
、
取
引
が
個
別
分
散
的
で
あ
る
た
め
、

品
質
や
形
状
が
不
統
一
。
⑸
効
率
的
な
流

通
を
行
う
業
者
や
出
荷
団
体
が
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
、
生
産
者
や
生

産
者
か
ら
派
生
し
た
農
村
部
の
流
通
商
人

は
、
様
々
な
対
応
を
取
る
こ
と
に
よ
っ
て

打
開
策
を
見
出
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、

そ
の
一
つ
で
あ
る
中
・
南
部
大
消
費
地
へ

の
農
産
物
の
移
出
に
つ
い
て
取
り
上
げ

る
。

●
ド
ア
ン
ト
ゥ
オ
ン
社
の
概
要

　

ド
ア
ン
ト
ゥ
オ
ン
社
は
、
紅
河
デ
ル
タ

で
最
も
野
菜
生
産
量
が
多
い
ハ
イ
ズ
オ
ン

省
に
あ
り
、
さ
ら
に
ハ
イ
ズ
オ
ン
省
で
最

も
生
産
が
多
い
ザ
ー
ロ
ッ
ク
県
に
位
置
し

て
い
る
。
ハ
イ
ズ
オ
ン
市
の
南
約
一
七
キ

ロ
、
ハ
イ
ズ
オ
ン
市
と
フ
ン
エ
ン
市
を
結

ぶ
幹
線
道
路
上
に
位
置
し
、
社
は
幹
線
道

路
の
両
側
に
広
が
る
五
つ
の
村
か
ら
成

る
。
三
二
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
を
農
家

一
五
四
八
戸
が
耕
作
し
て
お
り
、
一
戸
当

た
り
の
平
均
耕
作
面
積
は
二
〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
し
か
な
い
。
社
内
に
伝
統

的
な
副
業
は
な
く
農
業
を
中
心
と
し
て
発

展
し
て
き
た
。
ド
イ
モ
イ
政
策
以
前
は
、

自
給
用
で
あ
る
庭
畑
以
外
で
の
農
業
生
産

は
春
米
、
夏
米
、
イ
モ
類
、
豆
類
な
ど
に

限
ら
れ
て
い
た
が
、
一
九
八
九
年
か
ら
、

ド
ア
ン
ト
ゥ
オ
ン
農
協
が
県
内
の
加
工
企

業
と
契
約
生
産
を
始
め
た
こ
と
に
よ
っ
て

こ
の
社
の
農
業
は
大
き
く
変
化
し
た
。
ド

ア
ン
ト
ゥ
オ
ン
農
協
は
、
加
工
原
料
用
と

し
て
キ
ャ
ベ
ツ
、
ベ
ビ
ー
キ
ュ
ウ
リ
な
ど

の
生
産
技
術
指
導
を
主
導
的
に
行
い
、
社

内
に
野
菜
生
産
を
普
及
さ
せ
た
。
最
盛
期

の
一
九
九
一
〜
九
三
年
頃
に
は
社
内
の

キ
ャ
ベ
ツ
生
産
は
の
べ
面
積
で
一
五
〇
ヘ

ク
タ
ー
ル
を
超
え
て
い
た
。
加
工
原
料
と

し
て
の
契
約
だ
っ
た
た
め
、
生
鮮
流
通
と

比
較
し
て
収
益
性
が
低

か
っ
た
こ
と
、
豊
作
時
の

加
工
企
業
の
買
い
取
り
価

格
引
き
下
げ
な
ど
の
問
題

が
あ
っ
た
た
め
、
契
約
生

産
自
体
は
一
九
九
六
年
に

打
ち
切
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
が
、
契
約
農
産
物

と
し
て
導
入
さ
れ
た
野
菜

は
、
そ
の
後
も
市
場
市
向

け
と
し
て
広
く
生
産
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
社
の
農
産
物
作
付

（
の
べ
）
面
積
の
推
移
を

表
1
か
ら
見
て
み
る
。
前

述
の
よ
う
に
、
一
九
八
一

年
時
点
で
は
春
米
、
夏
米

が
生
産
の
大
半
を
占
め
て

い
る
。二
〇
〇
一
年
に
は
、

米
の
生
産
を
残
し
な
が

ら
、
徐
々
に
キ
ャ
ベ
ツ
や
コ
ー
ル
ラ
ビ
な

ど
の
作
付
が
拡
大
し
て
い
る
。
冬
作
物
の

生
産
が
拡
大
し
た
時
期
で
あ
る
。さ
ら
に
、

二
〇
〇
六
年
に
な
る
と
、
コ
ー
ル
ラ
ビ
と

ス
イ
カ
の
作
付
が
大
き
く
拡
大
し
、
米
の

作
付
が
半
分
以
下
ま
で
落
ち
込
ん
で
い

る
。
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
野
菜
の
周
年

栽
培
技
術
が
確
立
し
、
そ
れ
ま
で
米
の
生

産
の
み
を
行
っ
て
い
た
春
、
夏
期
で
も
野

菜
生
産
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ

に
よ
り
自
給
部
門
で
あ
る
米
の
生
産
に
ま

で
食
い
込
ん
だ
商
品
作
物
と
し
て
の
野
菜

作
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
こ
れ
ま
で
の
流
通
に
つ
い
て
触

れ
て
お
く
。契
約
生
産
期
は
、ド
ア
ン
ト
ゥ

オ
ン
農
協
が
各
農
家
か
ら
契
約
野
菜
の
集

荷
を
行
い
、加
工
企
業
に
出
荷
し
て
い
た
。

そ
の
た
め
、
こ
の
時
期
の
農
産
物
流
通
の

大
部
分
は
農
協
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
生
産
の
拡
大
を
受
け
て
加

工
企
業
へ
出
荷
で
き
な
い
規
格
外
品
、
ま

た
は
契
約
期
間
が
終
了
し
た
作
物
で
生
産

が
継
続
し
て
い
る
も
の
な
ど
に
つ
い
て
、

そ
れ
ら
を
集
荷
し
て
消
費
地
市
場
で
販
売

す
る
商
人
が
出
現
し
始
め
た
。

　

そ
の
後
も
継
続
的
に
村
内
の
農
産
物
生

産
量
が
増
加
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
村
内

で
集
荷
商
人
が
増
加
し
て
い
っ
た
。
一
九

九
六
年
当
時
、
四
〇
戸
程
度
だ
っ
た
村
内

集
荷
商
人
は
、
二
〇
〇
六
年
時
点
で
約
一

〇
〇
戸
ま
で
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
集
荷

商
人
の
う
ち
一
〇
戸
は
専
業
で
集
荷
業
を

営
ん
で
お
り
、
生
産
者
と
流
通
業
者
の
分

化
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

以
前
は
農
産
物
流
通
の
主
体
と
し
て
活

動
し
て
い
た
農
協
は
、
現
在
は
流
通
主
体

と
し
て
の
そ
の
地
位
を
商
人
に
完
全
に
譲

る
と
と
も
に
、
商
人
の
活
動
を
奨
励
・
補

助
す
る
役
に
ま
わ
っ
て
い
る
。

● 

ド
ア
ン
ト
ゥ
オ
ン
社
の
農
産
物
流

通
経
路

　

現
在
の
ド
ア
ン
ト
ゥ
オ
ン
村
の
主
要
な

農
産
物
流
通
経
路
は
、
図
2
の
よ
う
に
示

す
こ
と
が
で
き
る
。
実
線
は
野
菜
、
点
線

は
ス
イ
カ
を
示
し
、
線
の
太
さ
は
概
ね
流

表1　Doan Thuong社の農産物（のべ）作付面積の推移
1981 2001 2002 2003 2004 2005 2006

春米 302.9 294.3 259.3 228.7 209.0 193.6 136.4
夏米 264.2 270.0 269.5 228.7 208.0 180.1 160.8
トウモロコシ 0.0 7.6 80.0 52.0 33.6 14.0 10.7
甘藷 30.3 3.7 10.0 10.0 5.0 5.0 0.6
キャベツ 0.0 70.0 50.0 67.0 50.0 54.0 43.9
コールラビ 0.0 49.0 60.0 60.0 80.0 80.0 133.5
ジャガイモ 12.1 6.0 7.0 10.0 4.0 4.0 6.0
ネギ 0.0 5.0 5.0 5.0 4.0 0.0 0.1
タマネギ 0.0 5.0 0.0 10.0 0.0 4.0 2.0
トマト 18.1 20.0 30.0 30.0 6.0 1.2 3.1
スイカ 0.0 50.0 54.0 174.0 293.0 256.0 325.5
トウガラシ 0.0 5.0 10.0 5.0 7.4 0.0 0.0
その他野菜 0.0 110.0 98.0 83.0 93.6 52.0 57.9
大豆 13.6 3.0 6.3 0.0 0.0 0.0 0.0
落花生 13.6 2.0 3.0 0.0 0.0 0.0 0.0
計 654.8 900.6 942.1 963.4 993.6 843.9 880.5

（注）その他野菜は、瓜、ベビーキュウリ、葉物各種などを含む。
（出所）UBND Xa Doan Thuong "Bao Cao Chi Tieu Phat Trien Kinh Te Xa Hoi" 2001-2006.
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特集
通
量
の
大
小
を
表
す
。

　

野
菜
は
、
村
内
集
荷
商
人
、
移
出
商
人

を
介
し
て
、
中
・
南
部
の
消
費
地
へ
移
出

さ
れ
て
い
る
。
同
村
産
野
菜
の
現
在
の
主

要
な
市
場
は
中
・
南
部
各
都
市
で
あ
り
、

北
部
都
市
へ
移
出
さ
れ
る
割
合
は
多
く
な

い
。
紅
河
デ
ル
タ
の
野
菜
流
通
で
述
べ
た

よ
う
に
、
キ
ャ
ベ
ツ
や
コ
ー
ル
ラ
ビ
な
ど

の
野
菜
は
、
北
部
で
は
広
く
生
産
さ
れ
て

お
り
、
北
部
の
各
消
費
地
で
は
隣
接
す
る

農
村
が
供
給
地
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
特
に
収
穫
期
に
あ
た
る
冬
は
野
菜
が

豊
富
な
た
め
北
部
で
は
価
格
は
低
く
、

日
々
の
価
格
変
動
も
激

し
い
が
、
そ
れ
に
対
し

て
移
出
先
で
あ
る
中
部

で
は
端
境
期
に
あ
た

り
、
野
菜
が
不
足
し
て

い
る
た
め
、
価
格
も
相

対
的
に
高
く
な
る
。
こ

う
し
た
価
格
差
を
利
用

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

消
費
地
卸
売
商
人
は
売

買
差
益
を
、
ま
た
村
内

の
移
出
商
人
は
手
数
料

収
入
を
得
て
い
る
。

　

一
方
ス
イ
カ
は
、
農

家
か
ら
村
内
集
荷
商
人

に
よ
っ
て
集
荷
さ
れ
た

後
、
大
部
分
が
北
部
消

費
地
卸
売
商
人
に
販
売

さ
れ
て
い
る
。
ス
イ
カ

が
野
菜
と
同
じ
よ
う
に

中
部
や
南
部
の
消
費
地
に
移
出
さ
れ
な
い

の
は
、
以
下
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
。
第

一
に
、
ス
イ
カ
は
自
給
用
と
し
て
の
生
産

が
少
な
く
、
各
地
で
広
く
生
産
さ
れ
て
い

る
キ
ャ
ベ
ツ
や
コ
ー
ル
ラ
ビ
な
ど
の
野
菜

と
比
べ
て
生
産
量
が
少
な
い
た
め
、
北
部

で
も
ス
イ
カ
の
産
地
は
ま
だ
多
く
な
い
。

第
二
に
、
調
査
地
が
あ
る
ザ
ー
ロ
ッ
ク
県

は
、
近
年
ス
イ
カ
の
専
門
市
場
が
設
立
さ

れ
、
北
部
各
都
市
へ
の
移
出
の
拠
点
と
な

る
集
散
市
場
と
し
て
機
能
し
て
お
り
、
こ

の
地
域
に
は
北
部
各
都
市
か
ら
ス
イ
カ
を

取
り
扱
う
商
人
や
市
場
情
報
が
集
ま
り
や

す
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
他
の
農
産

物
と
比
較
し
て
、
近
隣
省
へ
の
移
出
・
出

荷
が
し
や
す
い
。
第
三
に
、
野
菜
の
移
出

先
と
な
っ
て
い
る
中
部
・
南
部
は
、
気
候

的
に
ス
イ
カ
の
生
産
に
適
し
て
お
り
、
北

部
に
比
べ
る
と
ス
イ
カ
の
生
産
量
が
多
い

た
め
で
あ
る
。

　

次
に
、
流
通
主
体
の
行
動
に
つ
い
て
詳

し
く
見
て
み
る
。

●
生
産
者
の
販
売
行
動

　

こ
の
地
域
の
生
産
者
は
、
農
協
が
契
約

生
産
を
行
っ
て
い
た
当
時
は
契
約
生
産
物

を
生
産
し
、
農
産
物
流
通
は
大
部
分
農
協

に
依
存
し
て
い
た
。
し
か
し
、
現
在
の
販

売
先
は
、
⑴
村
内
の
集
荷
商
人
、
⑵
最
も

近
い
消
費
地
で
あ
る
ハ
イ
ズ
オ
ン
市
内
で

の
行
商
（
小
売
）、
⑶
村
内
消
費
向
け
の

地
場
流
通
市
場
、
の
三
つ
に
多
様
化
し
て

い
る
。
ス
イ
カ
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
コ
ー
ル
ラ

ビ
な
ど
の
商
品
作
物
は
大
半
が
⑴
経
路
、

す
な
わ
ち
、
庭
先
で
村
内
の
集
荷
商
人
に

販
売
さ
れ
る
。
一
部
、
端
境
期
の
高
価
格

販
売
、
ま
た
は
収
穫
最
盛
期
の
規
格
外
品

の
処
分
と
い
う
主
に
二
つ
の
目
的
で
⑵
の

ル
ー
ト
が
使
わ
れ
る
。
ま
た
、
⑶
は
移
出

を
目
的
と
し
た
商
品
作
物
と
し
て
の
野
菜

生
産
が
展
開
す
る
以
前
に
は
、
自
給
用
に

生
産
さ
れ
た
農
産
物
の
余
剰
品
を
販
売
す

る
た
め
に
広
く
利
用
さ
れ
て
き
た
。
流
通

量
は
限
定
的
だ
が
、
現
在
も
一
部
の
農
家

は
、
イ
モ
な
ど
の
余
剰
品
販
売
を
行
っ
て

い
る
。
安
定
し
な
い
市
場
に
対
し
、
農
家

は
時
と
場
合
で
出
荷
先
を
変
更
す
る
こ
と

で
市
場
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い
る
。

●
村
内
集
荷
商
人
の
販
売
・
集
荷
行
動

　

こ
の
村
に
は
村
ご
と
に
一
〇
〜
二
〇
人

前
後
の
村
内
集
荷
商
人
が
存
在
し
、
顧
客

（
主
に
村
内
外
の
移
出
商
人
や
北
部
各
消

費
地
の
卸
売
商
人
）
の
要
望
に
応
じ
て
農

産
物
を
集
荷
し
、
格
付
・
包
装
す
る
役
目

を
持
っ
て
い
る
。
村
内
集
荷
商
人
は
自
ら

も
生
産
を
行
う
兼
業
農
家
で
あ
る
。
全
体

の
集
荷
量
は
少
な
く
、
時
期
に
よ
っ
て
村

内
で
生
産
さ
れ
て
い
る
各
種
野
菜
を
集
荷

す
る
た
め
、
年
間
を
通
し
て
集
荷
す
る
品

目
を
変
え
て
お
り
、
収
穫
期
が
異
な
る
野

菜
と
ス
イ
カ
両
方
を
取
り
扱
っ
て
い
る
商

人
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
商
人
の
大
半
は
、

農
協
の
契
約
販
売
時
期
に
、
正
品
と
し
て

加
工
企
業
に
出
荷
で
き
な
か
っ
た
規
格
外

品
を
集
荷
し
て
市
場
で
販
売
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
農
産
物
流
通
業
に
参
入
し
て
い

る
。
ま
た
、
村
内
集
荷
商
人
の
特
徴
と
し

て
、
後
述
の
移
出
商
人
同
様
、
農
産
物
集

荷
業
を
始
め
る
前
に
農
業
以
外
の
仕
事
、

主
に
卸
売
業
の
経
験
、
消
費
地
で
の
出
稼

ぎ
経
験
が
豊
富
な
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

る
。
こ
う
し
た
経
験
、
市
場
情
報
は
、
そ

の
後
の
市
場
開
拓
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。

　

村
内
集
荷
商
人
の
集
荷
は
農
家
か
ら
直

接
買
い
取
る
方
式
で
行
わ
れ
る
。
通
常
、

村
内
集
荷
商
人
は
近
隣
農
家
か
ら
野
菜
を

買
い
取
り
、
自
宅
の
庭
先
で
農
産
物
の
仕

分
け
、
個
装
を
行
い
、
そ
の
ま
ま
車
に
積

図2　Doan Thuong社の農産物流通経路

（注）矢印の太さは概ね農産物の流通量の大小を表す。
（出所）農家・集荷商人聞き取り調査（2006年12月）より作成。
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紅河デルタにおける青果物生産と流通の現段階

め
る
荷
姿
に
し
た
後
、
移
出
商
人
が
指
定

す
る
村
内
の
野
菜
集
散
場
所
へ
運
送
す

る
。
村
内
集
荷
商
人
の
集
荷
は
、
収
穫
期

の
販
売
日
に
注
文
を
受
け
て
か
ら
集
荷
さ

れ
る
ス
ポ
ッ
ト
買
い
と
、
収
穫
前
に
あ
ら

か
じ
め
農
家
と
取
引
さ
れ
る
青
田
買
い
の

二
つ
に
大
別
で
き
る
。青
田
買
い
は
当
然
、

価
格
・
品
質
に
対
す
る
リ
ス
ク
が
高
く
な

る
た
め
、
経
験
の
浅
い
商
人
は
収
穫
期
に

数
量
単
位
で
集
荷
を
行
う
の
が
一
般
的
で

あ
る
。
こ
の
地
域
の
商
人
が
青
田
買
い
を

す
る
理
由
と
し
て
、
⑴
短
期
的
な
出
荷
量

の
調
節
、
⑵
集
荷
量
の
確
保
、
⑶
品
質
の

よ
い
農
産
物
の
確
保
、
の
三
点
が
考
え
ら

れ
る
。
青
田
買
い
の
場
合
、
収
穫
は
商
人

が
労
働
力
を
雇
用
し
て
行
う
た
め
、
収
穫

日
を
自
ら
調
節
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
出

荷
量
の
調
整
が
し
や
す
く
な
る
。
と
い
う

の
も
、
こ
の
地
域
で
は
収
穫
期
の
初
期
や

価
格
が
上
昇
傾
向
に
あ
る
時
、
農
産
物
が

不
足
し
や
す
く
、
品
質
の
良
い
農
産
物
の

確
保
が
難
し
い
た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
こ
の
地
域
の
青
田
買
い
は
、
投
機
目

的
で
は
な
く
、
商
人
の
経
営
リ
ス
ク
軽
減

を
目
的
と
し
た
行
動
と
な
っ
て
い
る
。

　

集
荷
商
人
は
、
流
通
業
参
入
当
時
は
す

べ
て
市
場
出
荷
・
販
売
を
行
っ
て
い
た
が
、

現
在
は
注
文
販
売
と
市
場
販
売
の
二
種
類

を
用
い
て
い
る
。
注
文
取
引
の
場
合
、
買

い
手
が
買
い
付
け
品
目
、
等
級
、
数
量
、

価
格
な
ど
を
指
定
し
て
、
集
荷
商
人
が
買

い
手
の
要
望
に
合
わ
せ
て
集
荷
を
行
う
注

文
形
式
が
主
だ
が
、
市
場
販
売
の
場
合
、

村
内
集
荷
商
人
は
産
地
の
相
場
で
農
産
物

を
買
取
り
、
市
場
で
消
費
地
の
卸
売
、
小

売
商
人
に
市
場
価
格
で
販
売
す
る
。

●
移
出
商
人
の
集
荷
・
販
売
行
動

　

移
出
商
人
は
村
内
集
荷
商
人
同
様
、
社

内
の
兼
業
農
家
だ
が
、
農
地
は
近
隣
農
家

に
貸
し
付
け
、
流
通
業
を
ほ
ぼ
専
門
に

行
っ
て
い
る
。
集
荷
規
模
が
大
き
く
、
野

菜
に
特
化
し
た
移
出
を
専
門
に
行
っ
て
い

る
点
で
、
時
期
ご
と
に
ス
イ
カ
、
野
菜
と

集
荷
物
を
変
え
、
少
量
多
品
目
を
集
荷
す

る
村
内
集
荷
商
人
と
異
な
る
。
ま
た
、
移

出
商
人
も
野
菜
の
流
通
業
を
始
め
る
前
は

農
業
資
材
、
米
な
ど
の
流
通
業
経
験
者
が

多
い
が
、
移
出
商
人
の
場
合
、
大
半
が
紹

介
な
ど
に
よ
っ
て
顧
客
を
獲
得
し
て
い

る
。
村
内
集
荷
商
人
は
市
場
販
売
か
ら
流

通
業
に
参
入
し
て
い
る
が
、
移
出
商
人
の

場
合
は
安
定
的
な
顧
客
を
市
場
外
で
得
る

こ
と
に
よ
っ
て
大
規
模
な
集
荷
・
移
出
業

を
行
う
商
人
へ
と
発
展
し
て
き
て
い
る
。

　

移
出
商
人
は
、
移
出
先
で
あ
る
都
市
の

卸
売
商
人
か
ら
の
注
文
に
応
じ
て
、
村
内

集
荷
商
人
に
連
絡
し
て
集
荷
を
行
う
。
価

格
が
高
騰
し
た
時
や
、
収
穫
期
の
始
め
や

終
わ
り
な
ど
、
農
産
物
の
集
ま
り
に
く
い

時
期
は
隣
県
な
ど
へ
自
ら
集
荷
に
訪
れ
る

こ
と
も
あ
る
が
、
主
に
県
内
を
集
荷
圏
と

し
て
お
り
、
固
定
的
な
取
引
の
あ
る
商
人

か
ら
の
仕
入
れ
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。

集
荷
、販
売
と
も
に
信
用
取
引
で
行
わ
れ
、

数
日
、
も
し
く
は
数
回
の
取
引
で
一
回
清

算
が
行
わ
れ
る
。

　

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
紅
河
デ
ル
タ

内
部
で
は
収
穫
期
に
供
給
過
剰
に
な
り
や

す
い
状
況
に
あ
る
た
め
、
こ
う
し
た
移
出

商
人
の
行
動
は
需
給
調
整
に
よ
る
価
格
安

定
と
い
う
意
味
合
い
か
ら
も
重
要
で
あ
る
。

●
お
わ
り
に

　

ド
イ
モ
イ
政
策
以
降
、
野
菜
の
生
産
拡

大
と
共
に
、
極
め
て
地
域
限
定
的
で
あ
っ

た
流
通
も
、
徐
々
に
外
延
的
に
拡
大
し
て

き
て
い
る
。
調
査
地
で
は
、
農
協
が
加
工

企
業
と
契
約
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
野

菜
生
産
が
拡
大
し
、
そ
の
後
、
も
と
も
と

農
家
で
あ
っ
た
集
荷
商
人
・
移
出
商
人
が

自
ら
の
足
と
人
脈
で
市
場
を
開
拓
し
、
商

業
的
生
産
と
広
域
流
通
体
制
を
確
立
し

た
。
ま
た
、
生
産
・
流
通
の
拡
大
の
中
で
、

も
と
も
と
集
荷
移
出
商
人
だ
っ
た
商
人

は
、
集
荷
・
検
品
過
程
を
切
り
離
し
て
外

注
す
る
よ
う
に
な
り
、
村
内
集
荷
商
人
と

移
出
商
人
に
機
能
分
化
・
流
通
の
効
率
化

が
は
か
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

今
回
調
査
し
た
農
家
、村
内
集
荷
商
人
、

移
出
商
人
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
主
体

で
、
取
引
に
従
属
的
関
係
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
が
、
市
場
経
済
化
の
深
化
に
よ
っ

て
農
業
と
商
業
の
分
化
が
よ
り
一
層
進
ん

だ
場
合
、
生
産
者
と
商
人
の
取
引
関
係
が

変
化
す
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
今

後
は
、
消
費
地
に
立
地
す
る
卸
売
商
人
の

調
査
と
併
せ
て
、
村
内
の
取
引
関
係
に
つ

い
て
調
査
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ

う
。

　

ま
た
、
一
方
で
、
商
品
作
物
で
あ
る
野

菜
の
生
産
拡
大
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
紅

河
デ
ル
タ
が
長
年
に
渡
っ
て
維
持
し
て
き

た
循
環
型
の
農
業
生
産
体
系
が
崩
れ
つ
つ

あ
る
。
こ
の
地
域
の
農
業
生
産
は
大
き
く

飛
躍
し
つ
つ
あ
る
が
、
変
化
の
中
で
、
生

産
面
で
の
新
し
い
循
環
構
造
構
築
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

（
た
か
な
し　

ふ
み
え
／
北
海
道
大
学
大
学

院
農
学
研
究
院
博
士
研
究
員
）
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